
(57)【要約】

【課題】　　　　　　注射針の鋭利な先端から医療従事

者を保護し、使用開始時にかん合部位に触れる可能性を

少なくし、さらに大幅なコストダウンを実現している注

射針包装体を提供する。

【解決手段】　　　　注射針包装体の部品点数を、中空

管とバリアの２点とし、中空管に段部を設け、針が中空

管を突き破らないようにする。さらに、中空管内面にリ

ブを設け、針基外面のリブとかん合させることにより、

中空間内に穿刺具を入れたままでシリンジと針基とのか

ん合を可能にする。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 端 に 針 が 装 着 さ れ 、 他 端 に 針 基 を 有 す る 穿 刺 具 の 針 を 防 護 す る 、 中 空 管 形 状 を 有 す る 注
射 針 包 装 体 で 、 中 空 管 は 穿 刺 具 を 覆 う ほ ど 充 分 な 長 さ を 有 し 、 穿 刺 具 の 針 基 と 接 触 す る こ
と に よ り 穿 刺 具 を 固 定 で き る 段 部 を 設 け 、 中 空 管 の 一 端 が 閉 口 し て お り 、 他 端 が 開 口 し 、
開 口 部 に フ ラ ン ジ を 有 し 、 遮 蔽 体 を 接 着 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 を 無 菌 的 に 密 封 し て い る
、 少 な く と も 中 空 管 と 遮 蔽 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 針 基 の 外 面 部 に 突 起 が 複 数 存 在 し 、 ま た 、 前 記 中 空 管 内 面 に も 突 起 が 複 数 存 在 し 、 前
記 針 基 の 突 起 と 前 記 中 空 管 内 の 突 起 が 当 接 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 の 周 方 向 の 回 転 を 防 止
し 、 前 記 針 基 と 前 記 中 空 管 の 段 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 の 縦 方 向 の 移 動 を 防 止 す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 突 起 の 形 状 が 筋 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 中 空 管 の 他 端 側 の 開 口 部 が 、 内 径 が ８ ． ０ ｍ ｍ 以 上 １ ６ ． ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 中 空 間 の 外 周 横 断 面 形 状 に お け る 断 面 重 心 か ら 、 こ の 横 断 面 形 状 の 外 郭 線 の 一 点 ま で
の 距 離 と 前 記 断 面 重 心 か ら 前 記 外 郭 線 の ほ か の 一 点 ま で の 距 離 が 相 違 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 中 空 管 の 外 周 横 断 面 形 状 が 多 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に
記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ２ つ の 中 空 管 が 段 部 か ら フ ラ ン ジ に か け て 接 合 さ れ た 注 射 針 包 装 体 で 、 フ ラ ン ジ に 遮
蔽 体 を 接 着 し た 状 態 で 、 ２ つ の 中 空 管 は 完 全 に 区 分 さ れ 、 区 分 さ れ る 位 置 に お い て 、 遮 蔽
体 に 切 れ 目 が 入 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装
体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 器 具 全 体 に 鋭 利 な 穿 刺 針 を 有 す る 医 療 器 具 を 収 納 し 、 器 具 先 端 側 に 設 け ら れ る
鋭 利 な 先 端 か ら 医 療 従 事 者 を 保 護 す る と 共 に 医 療 器 具 を 無 菌 的 に 収 納 可 能 な 包 装 材 料 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 的 に 述 べ る と 、 医 用 器 具 等 に 経 皮 穿 刺 を 行 う た め に 使 用 さ れ る 鋭 利 な 先 端 を 有 す る 器
具 の パ ッ ケ ー ジ （ 包 材 ） に は 少 な く と も ２ つ の 機 能 が 要 求 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の パ ッ ケ
ー ジ は 、 医 療 従 事 者 を 傷 付 け ず 且 つ 、 滅 菌 （ 無 菌 ） 状 態 を 維 持 す る た め に 、 物 理 的 な 保 護
・ 収 容 を し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 部 の 器 具 を 使 用 す る 前 及 び 使 用 中 に お け る パ ッ ケ ー ジ の た め の 上 記 の 要 求 性 能 に 加 え て
、 た と え 医 療 従 事 者 が 不 適 切 に 使 用 及 び 廃 棄 し た と き で も 、 使 用 後 の 器 具 を 安 全 に 包 む こ
と が 出 来 る 必 要 が あ る 。 使 用 済 み の 鋭 利 な 医 療 器 具 に よ っ て 、 医 療 従 事 者 が 不 注 意 に 穿 刺
さ れ る こ と か ら 、 常 に 保 護 す る 必 要 性 が あ り 、 後 天 性 免 疫 不 全 症 候 群 （ Ｈ Ｉ Ｖ ） 及 び 肝 炎
の よ う な 患 者 へ の 治 療 は 、 細 心 の 注 意 を 払 っ て 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 １ 例 と し て 、 一 端 に 開 口 を 有 し 他 端 が 閉 止 さ れ た 針 カ バ ー 本 体 と 、 開 口 端 に ヒ ン ジ で つ
な が る 蓋 か ら な る 針 カ バ ー で 、 蓋 の 内 側 に 注 射 針 を 針 カ バ ー 本 体 内 部 に 案 内 す る 直 線 の 溝

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-199059 A 2005.7.28



を 形 成 し て い る 針 カ バ ー が あ る 。 ま た 、 こ の 針 カ バ ー は 全 体 が プ ラ ス チ ッ ク で 一 体 成 形 さ
れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ ）
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 出 願 公 告 平 ５ － ２ １ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 第 １ 例 に お い て 、 蓋 に 溝 を 設 け る こ と で 注 射 針 を 針 カ バ ー に 挿 入 し 易 く し て い る
た め 、 誤 穿 刺 が 起 こ り に く く 、 ま た 、 部 品 点 数 が 一 点 で す む た め コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 し て
い る 。 し か し 、 針 カ バ ー 全 体 が プ ラ ス チ ッ ク で あ る た め 、 蓋 で 針 カ バ ー 本 体 を 遮 蔽 し た 状
態 で 中 に 収 容 さ れ た 注 射 針 を 滅 菌 す る こ と が 出 来 な い 。 そ の た め 、 こ の よ う な 構 成 で は 製
造 す る 上 で 特 別 な 工 夫 が 必 要 と な る 。 ま た 、 針 カ バ ー に 使 用 済 み の 針 を 挿 入 す る 際 、 使 用
者 に 針 を 針 カ バ ー に 入 れ る と い う 動 作 の 他 に 蓋 の 溝 に 針 を 導 入 す る と い う 動 作 を 要 求 す る
た め 、 使 用 者 に と っ て 煩 雑 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 針 と 包 材 の 嵌 合 強 度 が 調 節 で き な い た め 、 包 材 に 収 容 さ れ た 状 態 の 針 と シ リ ン ジ
を 嵌 合 し た 後 、 包 材 の み 廃 棄 し よ う と し た 場 合 、 包 材 ご と 針 が 抜 去 さ れ る 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 針 包 装 体 の コ ス ト ダ ウ ン を 図 り つ つ 、 シ リ ン ジ と か ん 合 し た 注 射
針 を 針 包 装 体 か ら 抜 き 取 る 際 、 先 に 注 射 針 が シ リ ン ジ か ら 外 れ な い よ う に し 、 清 潔 性 を 保
ち 、 針 カ バ ー の 中 ま で 滅 菌 さ れ る よ う な 注 射 針 包 装 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 目 的 は 下 記 （ １ ） ～ （ ７ ） の 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 一 端 に 針 が 装 着 さ れ 、 他 端 に 針 基 を 有 す る 穿 刺 具 の 針 を 防 護 す る 、 中 空 管 形 状 を 有
す る 注 射 針 包 装 体 で 、 中 空 管 は 穿 刺 具 を 覆 う ほ ど 充 分 な 長 さ を 有 し 、 穿 刺 具 の 針 基 と 接 触
す る こ と に よ り 穿 刺 具 を 固 定 で き る 段 部 を 設 け 、 中 空 管 の 一 端 が 閉 口 し て お り 、 他 端 が 開
口 し 、 開 口 部 に フ ラ ン ジ を 有 し 、 遮 蔽 体 を 接 着 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 を 無 菌 的 に 密 封 し
て い る 、 少 な く と も 中 空 管 と 遮 蔽 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 注 射 針 包 装 体 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 前 記 針 基 の 外 面 部 に 突 起 が 複 数 存 在 し 、 ま た 、 前 記 中 空 管 内 面 に も 突 起 が 複 数 存 在
し 、 前 記 針 基 の 突 起 と 前 記 中 空 管 内 の 突 起 が 当 接 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 の 周 方 向 の 回 転
を 防 止 し 、 前 記 針 基 と 前 記 中 空 管 の 段 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 穿 刺 具 の 縦 方 向 の 移 動 を
防 止 す る 、 前 記 （ １ ） に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） 前 記 突 起 の 形 状 が 筋 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ ２ ） に 記 載 の 注 射 針 包 装 体
。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） 前 記 中 空 管 の 他 端 側 の 開 口 部 が 、 内 径 が ８ ． ０ ｍ ｍ 以 上 １ ６ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ５ ） 前 記 中 空 間 の 外 周 横 断 面 形 状 に お け る 断 面 重 心 か ら こ の 横 断 面 形 状 の 外 郭 線 の 一 点
ま で の 距 離 と 前 記 断 面 重 心 か ら 前 記 外 郭 線 の ほ か の 一 点 ま で の 距 離 が 相 違 す る こ と を 特 徴
と す る 前 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ６ ） 前 記 中 空 管 の 外 周 横 断 面 形 状 が 多 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ）
の い ず れ か に 記 載 の 注 射 針 包 装 体 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ７ ） 前 記 ２ つ の 中 空 管 が 段 部 か ら フ ラ ン ジ に か け て 接 合 さ れ た 注 射 針 包 装 体 で 、 フ ラ ン
ジ に 遮 蔽 体 を 接 着 し た 状 態 で 、 ２ つ の 中 空 管 は 完 全 に 区 分 さ れ 、 区 分 さ れ る 位 置 に お い て
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、 遮 蔽 体 に 切 れ 目 が 入 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載
の 注 射 針 包 装 体 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 中 空 管 に 段 部 を 設 け 、 段 部 で 針 基 が 引 っ 掛 か る こ と で
針 先 端 部 が 中 空 管 に 当 た る の を 防 い で い る 。 よ っ て 、 中 空 管 と 遮 蔽 体 の ２ 点 の み で 穿 刺 具
全 体 を 包 装 で き る た め 包 装 材 料 が 減 少 し 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 し て い る 注 射 針 包 装
体 を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
さ ら に 、 基 端 部 に フ ラ ン ジ を 設 け て お り 、 穿 刺 具 を 中 空 管 に 簡 単 に 入 れ ら れ る ほ ど 充 分 に
大 き い 為 、 誤 っ て 指 を 穿 刺 す る な ど の 誤 穿 刺 を し に く い 構 造 と な っ て い る 。
ま た 、 穿 刺 具 と 針 包 装 体 が か ん 合 し て い る 際 は 、 お 互 い に 設 け ら れ た 突 起 に よ り 回 転 を 規
制 す る た め 、 針 と シ リ ン ジ の 不 用 意 な 外 れ を 防 止 で き 、 さ ら に 回 転 に よ り オ ス ル ア ー テ ー
パ ー を 針 基 に か ん 合 さ せ る 製 品 の 場 合 、 針 包 装 体 を 取 り 外 す こ と な く か ん 合 す る こ と が 可
能 で あ る 。
よ っ て 、 穿 刺 具 を 中 空 管 か ら 抜 き 取 る 際 、 注 射 針 も 同 時 に シ リ ン ジ か ら 外 れ る こ と が な く
な り 、 使 用 開 始 時 に か ん 合 部 位 に 手 が 触 れ る 可 能 性 が 少 な く な り 、 清 潔 性 も 保 て る 。 ま た
、 中 空 管 の 開 口 端 を 滅 菌 紙 や プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム な ど の 遮 蔽 体 で 覆 っ て お り 、 遮 蔽 体 で
通 気 性 を 保 つ こ と で 、 針 包 装 体 の 内 部 も 滅 菌 す る こ と が 出 来 る 。
ま た 、 針 包 装 体 の 外 周 横 断 面 形 状 を 楕 円 や 多 角 形 等 の 、 断 面 重 心 か ら こ の 横 断 面 形 状 の 外
郭 線 の 一 点 ま で の 距 離 と 前 記 断 面 重 心 か ら 前 記 外 郭 線 の ほ か の 一 点 ま で の 距 離 が 相 違 す る
形 状 に す る こ と に よ っ て 、 針 包 装 体 を 床 等 に 置 い た と き 、 不 意 に 転 が る の を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ～ ３ は 、
針 包 装 体 １ に 収 納 さ れ た 医 療 器 具 の 具 体 的 な 例 で あ る 、 針 包 装 体 １ に 収 納 さ れ た 注 射 針 組
立 体 ２ の 断 面 図 で あ り 、 針 包 装 体 １ が 閉 じ た 状 態 か ら 、 開 い た 状 態 に 移 行 し 、 さ ら に 針 基
２ ２ に シ リ ン ジ ３ が 取 り 付 け ら れ る 様 子 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ４ は 図 １ に お け る Ａ － Ａ
´ の 切 断 面 を 表 し た も の で あ り 、 図 ５ は 、 穿 刺 具 を ２ 個 包 装 可 能 な 針 包 装 体 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
中 空 管 １ １ は 、 基 端 部 の 内 径 が 一 番 大 き い 径 と な っ て お り 、 先 端 部 に い く ほ ど 径 が 小 さ く
な っ て い く 。 こ こ で 、 段 部 １ １ ２ 及 び 中 空 管 突 起 １ １ ３ が 形 成 さ れ 、 こ れ に 針 基 ２ ２ が 引
っ 掛 か る こ と で 針 ２ １ が 中 空 管 １ １ の 先 端 部 に 行 く の を 抑 え て い る 。 さ ら に 、 中 空 管 １ １
の 基 端 部 に 再 収 容 時 の 誤 穿 刺 防 止 の た め に フ ラ ン ジ ３ を 設 け て い る 。 ま た 、 中 空 管 の 材 質
は ポ リ プ ロ ピ レ ン が 望 ま し い 。
段 部 １ １ ２ の 断 面 形 状 は 円 形 が 望 ま し い が 、 多 角 形 で も 良 い 。 ま た 、 段 部 １ １ ２ 内 径 は 、
針 基 ２ ２ の 最 大 直 径 と 同 程 度 で あ れ ば よ く 、 段 部 １ １ ２ の 断 面 形 状 が 多 角 形 の 場 合 に は 、
針 基 ２ ２ が 通 過 し な い よ う な 大 き さ で あ れ ば 良 い 。
フ ラ ン ジ １ １ １ の 断 面 形 状 は 円 形 が 望 ま し い が 、 多 角 形 で も 良 い 。 誤 穿 刺 を 防 止 す る た め
、 断 面 形 状 が 円 形 の 場 合 は 外 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 で あ る の が 望 ま し い 。
突 起 １ １ ３ は 中 空 管 １ １ の 長 さ 方 向 全 て に 存 在 し て い る 必 要 は な く 、 長 さ 方 向 の 一 部 に 複
数 個 、 好 ま し く は ２ ～ ８ 個 あ れ ば よ い 。 ま た 、 突 起 １ １ ３ の 高 さ は 針 基 ２ ２ の 突 起 と か ん
合 す る よ う な 大 き さ で あ れ ば よ い 。
さ ら に 、 中 空 管 他 端 側 開 口 部 内 径 は 、 ロ ッ ク シ リ ン ジ を 挿 入 可 能 な よ う に ８ ． ０ ｍ ｍ 以 上
１ ６ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る の が 望 ま し い 。
ロ ッ ク シ リ ン ジ と は 、 Ｉ Ｓ Ｏ ５ ９ ４ － ２ に よ っ て 定 め ら れ た 、 凸 形 固 定 フ ィ ッ テ ィ ン グ が
つ い た シ リ ン ジ の こ と で あ る 。 こ の ロ ッ ク シ リ ン ジ は 2重 管 構 造 に な っ て お り 、 外 筒 の 内
壁 に 雌 ね じ が 設 け ら れ て い る た め 外 筒 と 内 筒 の 間 に 針 基 を 回 転 さ せ な が ら 挿 入 す る こ と が
可 能 に な っ て い る 。 針 基 と シ リ ン ジ と の 接 続 を よ り 強 固 に し た い 場 合 、 こ の ロ ッ ク シ リ ン
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ジ を 用 い る 。
前 記 中 空 管 他 端 側 開 口 部 内 径 の 最 小 値 で あ る ８ ． ０ ｍ ｍ は 、 ロ ッ ク シ リ ン ジ の 凸 形 固 定 フ
ィ ッ テ ィ ン グ の ね じ の 谷 底 径 で あ り 、 こ れ よ り 小 さ い と ロ ッ ク シ リ ン ジ 外 筒 の 肉 厚 が 無 く
な り 形 状 変 形 を 起 こ し て し ま う た め 、 こ の 値 に 設 定 し た 。 前 記 中 空 管 他 端 側 開 口 部 内 径 の
最 大 値 で あ る １ ６ ． ０ ｍ ｍ は 、 ロ ッ ク シ リ ン ジ を 挿 入 可 能 な 最 大 外 径 で あ り 、 こ れ よ り 大
き い と ロ ッ ク シ リ ン ジ 外 筒 が 肉 厚 に な り 成 形 し に く く な る た め 、 こ の 値 に 設 定 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
遮 蔽 体 は 中 空 管 １ １ の フ ラ ン ジ １ １ １ を 覆 う よ う な 大 き さ で あ れ ば 良 く 、 材 質 は プ ラ ス チ
ッ ク フ ィ ル ム が 望 ま し い が 滅 菌 紙 で も 良 い 。 さ ら に 、 ガ ス 透 過 性 が よ く 無 菌 状 態 が 維 持 で
き る 遮 蔽 体 が 好 ま し い 。 中 空 管 １ １ 内 に 穿 刺 具 ２ を 入 れ 、 中 空 管 １ １ の フ ラ ン ジ １ １ １ 表
面 に 遮 蔽 体 １ ２ を 密 着 又 は 接 着 さ せ 、 固 定 さ せ る こ と に よ り 穿 刺 具 ２ を 中 空 管 １ １ と 遮 蔽
体 １ ２ で 保 護 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
穿 刺 具 ２ は 針 基 ２ ２ を 有 し 、 針 基 ２ ２ に は 針 ２ １ が 固 定 さ れ て い る 。
針 基 ２ ２ に は 突 起 ２ ２ １ が 存 在 し 、 突 起 ２ ２ １ の 大 き さ は 、 中 空 管 １ １ の 突 起 １ １ ３ と か
ん 合 す る よ う な 大 き さ で あ れ ば 良 い 。
穿 刺 具 ２ は 、 図 に 示 さ れ る よ う に 全 て 針 包 装 体 １ に 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 穿 刺 具 ２ を シ リ ン ジ ３ に 挿 入 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 針 包 装 体 １ の フ ラ ン ジ １ １ １ 部 に つ い て い る 遮 蔽 体 １ ２ を 手 で 取 り 除 く 。 そ の 後 、
シ リ ン ジ ３ 先 端 を 針 基 に 持 っ て い き 、 針 基 ２ ２ と シ リ ン ジ ３ を か ん 合 さ せ る 。 そ の 後 シ リ
ン ジ ３ を 針 包 装 体 １ か ら 抜 き 取 り 、 注 射 器 を 使 用 す る 。 使 用 後 は 、 穿 刺 具 ２ を 中 空 管 １ １
に 入 れ 、 針 基 ２ ２ の 突 起 と 中 空 管 １ １ の 突 起 １ １ ３ を 接 触 さ せ た 後 シ リ ン ジ ３ を 回 す こ と
に よ り 、 穿 刺 具 ２ を 中 空 管 １ １ 内 に 入 れ た ま ま 、 シ リ ン ジ ３ と 穿 刺 具 ２ を 引 き 離 す こ と が
で き る 。 ま た 、 ロ ッ ク シ リ ン ジ を 穿 刺 具 と 嵌 合 さ せ る 際 、 針 基 ２ ２ の 突 起 ２ ２ １ と 中 空 管
１ １ の 突 起 １ １ ３ が 接 触 す る こ と で 穿 刺 具 ２ が 中 空 管 １ １ 内 で 回 転 が 規 制 さ れ る た め 、 ロ
ッ ク シ リ ン ジ を 回 転 さ せ な が ら 嵌 合 す る こ と が で き る 。 ま た 、 穿 刺 具 ２ を 針 包 装 体 １ に 入
れ る 際 、 中 空 管 １ １ の 開 口 部 が 従 来 よ り 大 き い 為 、 誤 穿 刺 の 可 能 性 が 低 く な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 中 空 管 １ １ の 段 部 １ １ ２ か ら フ ラ ン ジ １ １ １ に か け て 一 体 化 さ れ た 、
穿 刺 具 ２ を ２ 個 包 装 可 能 な 針 包 装 体 １ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
中 空 管 １ １ は 、 実 施 例 １ に 示 し た も の と 同 じ 形 状 の も の ２ つ を 中 空 管 １ １ の 段 部 １ １ ２ か
ら フ ラ ン ジ １ １ １ に か け て 一 体 化 に し た も の で あ り 、 材 質 は ポ リ プ ロ ピ レ ン が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
遮 蔽 体 は 、 中 空 管 １ １ の フ ラ ン ジ １ １ １ を 覆 う よ う な 大 き さ で あ れ ば 良 く 、 材 質 は プ ラ ス
チ ッ ク フ ィ ル ム が 望 ま し い が 滅 菌 紙 で も 良 い 。 中 空 管 １ １ 内 に 穿 刺 具 ２ を 入 れ 、 中 空 管 １
１ の フ ラ ン ジ １ １ １ 表 面 に 遮 蔽 体 １ ２ を 密 着 又 は 接 着 さ せ 、 固 定 さ せ る こ と に よ り 穿 刺 具
２ を 中 空 管 １ １ と 遮 蔽 体 １ ２ で 保 護 す る 。 ま た 、 包 装 体 が 区 分 さ れ る 位 置 に 切 れ 目 １ ２ １
を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
穿 刺 具 ２ は 針 基 ２ ２ を 有 し 、 針 基 ２ ２ に は 針 ２ １ が 固 定 さ れ て い る 。
針 基 ２ ２ に は 突 起 ２ ２ １ が 存 在 し 、 突 起 ２ ２ １ の 大 き さ は 、 中 空 管 １ １ の 突 起 １ １ ３ と か
ん 合 す る よ う な 大 き さ で あ れ ば 良 い 。
穿 刺 具 ２ は 、 図 に 示 さ れ る よ う に 全 て 針 包 装 体 １ に 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 の よ う な 構 造 に な っ て い る た め 、 異 な る 針 を １ つ の 針 包 装 体 で 提 供 す る こ と が 可 能 に
な り 、 ま た 、 切 れ 目 を つ け る こ と で １ 種 類 ご と に 針 の 開 封 が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 従 来
は 注 射 針 を 使 用 す る 際 に は 採 液 用 針 （ １ ８ Ｇ 注 射 針 や プ ラ ス チ ッ ク 針 ） を 使 用 し 、 使 用 薬
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液 を 採 液 し 、 採 液 用 針 を 他 の 注 入 用 針 （ 細 い 針 ） に 付 け 替 え 薬 液 を 注 入 す る 方 法 が 一 般 的
で あ り 、 使 用 者 は 異 な る 針 を ２ 種 購 入 す る 必 要 が あ っ た が 、 実 施 例 ２ で 示 し た 針 包 装 体 を
用 い る こ と に よ り 、 そ の 必 要 も な く な り 、 開 封 の 手 間 も 省 け 、 廃 棄 物 の 削 減 と な る 。 ま た
、 遮 蔽 体 に 切 れ 目 を 入 れ て い る た め 、 使 用 す る 際 に 清 潔 性 を 保 ち １ 種 類 ご と に 針 の 開 封 が
可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 注 射 針 を 包 装 し た 本 発 明 の 針 包 装 体 を 示 す 縦 断 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 注 射 針 を 包 装 し た 本 発 明 の 針 包 装 体 に お い て 、 遮 蔽 体 部 を 取 っ た 縦 断 図 面 で あ る
。
【 図 ３ 】 注 射 針 を 包 装 し た 本 発 明 の 針 包 装 体 に お い て 、 遮 蔽 体 部 を 取 り シ リ ン ジ を 挿 入 し
た 縦 断 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ ´ の 切 断 面 を 表 し た も の で あ る 。
【 図 ５ 】 穿 刺 具 を ２ 個 包 装 可 能 な 針 包 装 体 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 　 　 針 包 装 体
１ １ 　 　 中 空 管
１ １ １ 　 フ ラ ン ジ
１ １ ２ 　 段 部
１ １ ３ 　 中 空 管 突 起
１ ２ 　 　 遮 蔽 体
１ ２ １ 　 切 れ 目
２ 　 　 　 穿 刺 具
２ １ 　 　 針
２ ２ 　 　 針 基
２ ２ １ 　 穿 刺 具 突 起
３ 　 　 　 シ リ ン ジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2005-199059 A 2005.7.28



【 図 ５ 】
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